
『倫
敦
塔
」
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画

の
融
合

ー

漱

石

と

ポ

ー

ル

・
ド

ラ

ロ

ー

シ

ユ
ー

松

村

昌

家

要

旨
漱
石
が

工
口同
時
代
か
ら
バ
ラ
戦
争

や
テ

ユ
ー
ダ

ー
工
朝

の
イ

ン
グ

ラ
ン
ド
に
対
し

て
、
深

い
関
心
を
寄
せ
て

い
た
こ
と

か
ら
み

て
、

『倫
敦
塔
」

は
書

か
れ
る

べ
く
し
て
書
か
れ
た
と

い
え
よ
う
。

ゆ8

し
か
し
、
も
し
二
年
間

の
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
に
、
ポ
ー
ル

・
ド

ラ
ロ
ー
シ

ュ
と

の
出
会

い
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
創
作
は
今
見
る
よ
う
な
形

で
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
は
、
あ
り
得
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ド
ラ
ロ
ー
シ

ュ
の

『
エ
ド
ワ
ー
ド
の
二
王
子
』
と

『
レ
デ
ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ

の
処
刑
』
出
現

の
諸
事
情
を
探
り
、

漱
石
の
こ
れ
ら
の
絵
画
と

の
出
会

い
の
経
路
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
漱
石
が
歴
史
的
主
題
と
絵
画
と
を

い
か
に
巧
み
に
物
語

の
中
に
融
合
さ
せ
た
か
を
論
ず
る
。

キ

ー
ワ

ー

ド

"
悲
惨

の
歴
史

・
ロ

ン
ド

ン
塔

・
文
学

と

絵

画



人
文
科
学
部
論
集

第
7
号

は

じ
め

に

二
年

の
留
学
中
ロ
ハ
一
度
倫
敦
塔
を
見
物
し
た
事
が
あ

る
。
其
後
再
び
行
か
う
と
思

つ
た
日
も
あ
る
が
止
め
に
し
た
。
人
か
ら
誘
は
れ
る
事
も
あ
る
が
断

つ
た
。

ハ
　

　

一
度
で
得
た
記
憶
を
二
返
目
に
打
壊
は
す

の
は
惜

い
、
三
度
目
に
拭

ひ
去

る
の
は
残
念
だ
。
「
塔
」

の
見
物
は

一
度
に
限
る
と
思
ふ
。

漱

石

最
初

の
短
編

『倫

敦

塔
』

(
『帝

国
文

学

』
明

治

三

十

八
年

一
月
十

日
号
)

冒
頭

の
部

分

で
あ

る
。

文

部
省

か

ら

二
年

間

の
イ

ギ

リ

ス
留
学

の
命

に
よ

り

、

明

治

三
十

三

(
一
九

〇

〇
)
年

九

月

八

日
に
横

浜

を
出

帆

し
、

十
月

二
十

八
日

に

ロ
ン
ド

ン
に
到

着

し
た

漱

石

は

、
三

日
後

に

ロ

ン
ド

ン
塔

の
見
物

に
出

か
け

た

こ

と

を

日
記

に
記

し

て

い
る
。

肩

○
芝
霞

しu
同
乙
oq
ρ

い
8

α
8

ゆ
同
己
q゚
ρ

円
o
毛
Φ
お
ζ
0
2

B
Φ
三

を
見

る

」

と

な

っ
て

い
る
が

、
見

学

の
道

順

と
し

て
は
も

ち

ろ

ん

..↓
o
妻
興

oσ
同
こ
oQ
①
..と

、甫
o
芝
①
㌦
.
が
並

ぶ
は
ず

で

あ

る

。

漱

石

の

ロ
ン
ド

ン
最
初

の
下

宿

は
、
ガ

ワ
ー

・
ス
ト

リ
ー

ト
七
六
番

地

(十

一
月

十

二
日
ま

で
の
ご
く
短

期

間
)
、
す
ぐ

近
く

に

ユ

ニ
ヴ

ァ
ー

シ
テ
ィ

・
コ
レ

ッ
ジ

が

あ
り

、
大
英

博
物

館
も

目

と
鼻

の
先

で
あ

っ
た

。
な

の
に
彼

が
ま

っ
先

に

ロ

ン
ド

ン
塔

を

目
指

し
た

の

に

は
、
彼

と
し

て
の
そ
れ
な

り

の
理
由

が
あ

っ
た

か

ら
だ

ろ
う

。

も

ち

ろ

ん
そ

れ
は

、
単

に
観
光

ス
ポ

ッ
ト
と

し

て

ロ
ン

ド

ン
塔

で
は
な

か

っ
た

。

漱

石

は
か

つ
て
第

一
高
等

中
学

校

(
一
高

)
を
卒

業

す

る

に
際

し
、

「
十

六
世
紀

に
お
け

る

日
本
と

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

」

..」
き

琶

磐

山
国
⇒
oq
冨
口
島

p
昏
①
○っ
一答
Φ
o
⇔
臼

O
o
耳
⊆
身

、、と

題
す

る
英

文

エ

ッ
セ

イ
を

、
英

語

と
歴

史

を

担

当

し

て
い
た
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
マ
ー
ド

ッ
ク

が

編
集

す

る

ミ

霧
窪

臼

誌

二

八

六
〇
年

七

月

九

日
号

)

に
寄

稿

し
た

こ

と
が

あ

っ
た

。

ド

イ

ツ

の
哲

学
者

ル
ド

ル

フ

・
ヘ
ル

マ

ン

・
ロ

ッ
ツ

ェ
が
唱

え

た
人

類
進

歩

の
原
理

に
従

い
、

政

治

、
思

想
、

産

業
、

宗

教
、

美

術

の
五

つ
の
観

点

か
ら

、

十

六
世

紀

に
お

け

る
日

本
と

イ

ギ

リ

ス
と

の
対
比

を
論

じ

た
も

の
で
、

こ
の

日
英

に
関

す

る
比
較

研
究

は

、

そ

の
後

に
お

け

る
彼

の

ロ
ン
ド

ン
塔

へ
の
関

心

の
深

ま

り
と

も

密
接

に

つ
な
が

っ
て

い
た

と

、

私

は
思
う

。

ま

ず
注

目
す

べ
き

は

、

こ

の

エ
ッ
セ
イ

で
論

じ
ら

れ

て

い
る
イ

ン
グ

ラ
ン
ド
史

は
、

バ
ラ
戦
争

(
一
四

五
五
-

八
五
)

を
起

点

と

し

て
、

テ

ユ
ー
ダ

ー
王
朝

す

な
わ

ち

エ
リ

ザ

ベ

ス

一
世

(在
位

一
五

五

八
-

一
六

〇

三
)

ま

で
を

タ
イ

ム

・
ス
パ

ン
と
し

て
成

り

立

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と

だ

。
文

学

的

な
観

点

か
ら
言

え

ば
、
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『
ヘ
ン
リ

ー
六

世

』

三
部

作

、

『リ

チ

ャ
ー
ド

三
世

』
、

そ
し

て

『
ヘ
ン
リ

ー
八

世
』

と

い

っ
た

、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
史

劇

の
背

景

を

な
し

た

時
代

だ

と

い
う

こ
と

に
も

な

る

。

こ
れ

ら

の
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
史
劇

に
は
、

そ
れ

ぞ

れ

に

ロ
ン
ド

ン
塔

が
舞

台

と

し

て
深

く

関
わ

っ
て

い
る

が
、

な
か

で
も

『リ

チ

ャ
ー

ド
三

世
』

は
、

ロ
ン
ド

ン

塔

を

主

要

舞

台

と

し

て
成

り

立

っ
て

い
る
と

い

っ
て

よ

い
。

こ
れ

ら

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
史

劇

や

、

そ

れ

か

ら

ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ハ
リ

ス

ン

・
エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス

(ノζ
回=
凶9D
b
P
国
鋤
『
同一ω
O
昌
辰ノ
凶コ
ω
<『O
N叶げ
'
一
〇〇
〇
㎝
-

00
N
)

が

レ

デ
イ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ
を

ヒ

ロ
イ

ン
と

し

て

書

い
た
小

説

『
ロ
ン
ド

ン
塔

』

(
一
八

四
〇
)

と

の
出
会

い

を
通

じ

て
、

ロ
ン
ド

ン
塔

に
対

す

る
漱

石

の
関
心

は
、

ま
す

ま

す
高

ま

っ
た
。

ロ

ン
ド

ン
塔

は

古

来

、

要

塞

、

監

獄

、

宮

殿

と

い
う

三

つ

の
機

能

を

果

た

し

て
き

た

が

、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
が

『
リ

チ

ャ
ー

ド

ニ
世
』

に

お

い
て
、

「
ジ

ュ
リ

ア

ス

・
シ
ー
ザ

ー

が
築

い
た
不

吉

な
塔

」

(旨
三
冨
ω
0
9
Φ
ω震
、ω
同=
-霞
Φ
o
叶o
α
↓
o
芝
Φ
罫
第

五
幕
第

一
場
)

と
名

づ

け

て

い
る

の
は

、
象
徴

的

で
あ

る
。

恐

る

べ
き
監

獄

と
処

刑

の
場

と

し

て

の
側
面

に
よ

っ
て
、

ロ
ン
ド

ン
塔

は

圧
倒

的
な
特

徴

を

発
揮

し

て
き

た

の

で
あ

る
。
漱

石

の

『倫

敦

塔
』

に
も

罪
人
が
舟

で
テ
ム
ズ
川
を
護
送
さ
れ
て
き

て

コ

度
び
此

〔逆
賊
〕
門
を
通
過
す
る
や
否

や
娑
婆

の
太
陽
は
再
び
彼
等
を
照
ら
さ
な
か

っ
た
」

(七
)

こ
れ
を

つ
ま
り
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と

あ

る

の
は

、
そ

の
恐

ろ
し
さ

を

よ
く

あ
ら

わ
し

て

い
る
と

い
え

よ
う

。

漱

石

の

『倫

敦
塔

』

の
・王
要
舞

台

が

、

グ

ロ
ー

ス
タ

ー
公

(リ

チ

ャ
ー

ド
三

世
)

に

よ

る

二
人

の

エ
ド

ワ
ー
ド

王
子

殺
害

と

、

メ

ア
リ

・
テ

ユ
ー

ダ

ー

の
も

と

で

の
レ

デ

ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処

刑
を

主

題
と

し

て
成

り

立

っ
て

い
る

こ
と

は
、
周

知

の
と

お
り

で

あ

る
。

一
つ
は

バ

ラ
戦
争

が

生

み
出

し
た

悲
劇

で
あ

り

、
も

う

一
つ
は
、

テ

ユ
ー
ダ

ー
王
朝

に
お

け

る

エ
ド

ワ

ー
ド

六
世

亡

き
あ

と

の
王
位

継

承

に
絡

む

ノ
ー

サ

ン

バ

ラ

ン
ざ

公

一
家

の
政

治

的

野

心

が

生

み

出

し

た

悲

劇

で
あ

る

。

前

者

は

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の

『
リ
チ

ャ

ー

ド

三

世
』

に

よ

っ
て
有

名

で
あ

り

、

後

者

の
レ

デ

ィ

・

ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
悲
劇

は

、

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス

の

『
ロ

ン
ド

ン
塔
』
、

そ
し

て
さ

ら

に
は
そ

の
源
流

を

な
す

ジ

ョ
ン

・
フ

ォ

ッ
ク

ス

の

『殉

教
者

列
伝

』

(後
述

)

の
普

及

に

よ

っ
て
、

十
九

世

紀

の
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

に
お

い

て
オ

ブ

セ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
な
話

題

と

な

っ
て

い
た

。

取

り

あ
え

ず

以
上

の
よ
う

な

こ
と

を

、
留

学
時

の
漱

石

の
関
心

を

ロ
ン
ド

ン
塔

へ
ひ
き

つ
け
た

、
歴

史

的

・
文
学

的

要
因

と

し

て
考

え

て
お

こ
う

。

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合



人
文
科
学
部
論
集

第
7
号

1

ポ

ー

ル

・
ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
と

『
エ
ド

ワ
ー

ド

の

二

王

子

』

1

血
塔

の
シ

ー

ン

ド

ラ

ロ
ー
シ

ュ
は
、

フ
ラ
ン

ス
古

典
派

の
ア
ン
ト

ワ
ン

ヌ

・
ジ

ャ
ン

・
グ

ロ
の
も
と

で
学
ん
で
、
歴
史
画
家
と
し
て

独
自

の
地
歩
を
固
め
た
。
特

に
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
的
出
来
事

の
再
現

に
す
ぐ

れ
た
才
能
を
発

揮
し
、
歴
史

画
に
お
け

る

(
2

)

■
芸
術

家

の
好

古
趣

味

の
伝

統
」

(9
①
〉
註

ω
け-〉
コ
ロ
ρ
轟

ユ
鋤
昌

q
巴

三
8

)

の
絶

頂

期
を

も

た

ら

す

の
に
、
甚

大

な
影

響

力

を
も

っ
た
、

と

い
わ

れ

る
。

な

か

ん
ず

く
彼

の
名

を

高

か
ら

し

め
た

の
は

、

『
エ
ド

ワ
ー

ド

の

二
王

子
』

(
一
八
三

一
)

と

『
レ
デ

ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処
刑

』

(
一
八
三

三
)

で

あ

る
。

漱
石

の
留
学
時

よ
り
七
十
年
ほ
ど
前
に
、
や
は
り

バ
ラ
戦
争
か
ら
テ

ユ
ー
ダ
ー
王
朝

に
か
け

て
の
数

々
の
悲
惨

の
歴
史
に
取
り

つ
か
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世

に
よ

る

エ
ド

ワ
ー
ド
四
世

の
二
人

の
王
子

の
殺
害
、

レ
デ
ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ

の
処
刑
、
チ

ャ
ー

ル
ズ

一
世
と
ク

ロ
ム
ウ

ェ
ル
な
ど
を
題
材

に
し

て
、
せ

っ
せ
と
歴

…

丑

氏

蟻藤 雛魏藤 灘灘

1撫鋤
麟難耀
霧姦 麹欝

,:

離糠
K,..:KTO
re.`:'

羅

…
,.塗

蓼

・灘
霧

 ～
》

・
者

壱
象

婁

`
メ
,
.
げさ
ー
'

図1ポ ー ル ・ ド ラ ロ ー シ ュ(1797-1856)

出 典:StephenDuffy,-PaulDelaroche,Paintingsi.

Collection;TheTrusteesoftheWallaceCollectio

..
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『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合



人
文
科
学
部
論
集

第
7
号

世

の
二
人

の
王
子

の
殺
害

の
件

で
あ

る
。
そ

の
話

は
も

と

も

と
は

サ

ー

・
ト

マ
ス

・
モ

ア
の

『国

王

リ
チ

ャ
ー
ド

三
世

の
歴

史
』

(
一
五

四
三

)
に
よ

っ
て
伝

え

ら

れ
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
の

『リ

チ

ャ
ー

ド
三
世
』

を

通
じ

て
世

に

広

ま

っ
た
。

(
4
)

赤

い
バ

ラ
に
よ

っ
て
表
象

さ
れ
る
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
家
と
白

い
バ
ラ
の
ヨ
ー
ク
家
と

の
あ

い
だ

で
争
わ
れ
た
バ
ラ
戦
争

は
、

一
四
七

一
年

に

ヨ
ー
ク
家

の
勝
利

で

い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
る
。
そ
し
て

ヘ
ン
リ
ー
六
世
に
代
わ

っ
て
エ
ド

ワ
ー
ド
四
世
が
王
座
に
返
り
咲

い
た
が
、
ま
も
な
く
そ

の
二
番
目

の
弟

グ
ロ
ー
ス
タ
ー
公

の
陰

謀

の
た
め
に
、

ヨ
ー
ク
家

の
土
台
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
、
戦
争
が
再
開
さ
れ

て
、

ヨ
ー
ク
家

は
滅
亡

へ
の
道
を
た
ど

る
。

シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
の

『
リ
チ

ャ
ー
ド
三
世
』

は
、
グ

ロ
ー

ス
タ
ー
公

の
陰
謀
に

つ
な
が
る
独
白

に
よ

っ
て
幕
が
開
く
。
そ
し
て
陰
謀
に

つ
ぐ
陰
謀
が
重
ね
ら
れ
、

遂

に
は

エ
ド

ワ
ー
ド
四
世

の
あ
と

つ
ぎ

の
皇
太
子

1ー
エ
ド
ワ
ー
ド
五
世

(
一
四
七

一
ー

八
三
、
在
位
は

一
四
八
三
年
四
月

二
十

一
日
か
ら
十

一
週
間
)
と
、
そ

の
弟

の
ヨ
ー
ク
公

(
一
四
七
四
-

八
三
)

の
二
人

の
王
子
を
、

ロ
ン
ド
ン
塔

に
幽
閉
し
て
殺
害
す
る
方

へ
と
進
展
す
る
の
で
あ
る
。
次
は
そ

の
む
ご

い
場
面
を
描

い
た
第

四
幕
第
三
場
冒
頭

の
部
分

で
あ
る
。

テ
ィ
レ
ル

残
虐
非
道
な
仕
事
も

こ
れ
で
や

っ
と
か
た
が

つ
い
た
。

こ
れ
ほ
ど
無
惨
な
人
殺
し
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド

の
歴
史

の

ど

の
ペ
ー
ジ
を
く

っ
て
み
て
も
例
が
あ
る
ま

い
。
お
れ
が
こ

の

残
忍
き
わ
ま
り
な

い
血

み
ど
ろ
仕
事

に
引
き
ず
り
こ
ん
だ

ダ
イ
ト

ン
と

フ
ォ
レ
ス
ト

の
二
人
は
、
名
う

て
の
悪
党
、

血
に
飢
え
た
犬

で
あ
り
な
が
ら
、
さ
す
が
に
人
間
と
し
て
の

あ
わ
れ
み
心
に
胸
が
熱
く
な

っ
た
ら
し

い
、
王
子
た
ち

の

死
に
際
し
て
は
物
語
の
な
か

の
子
供

の
よ
う

に
泣

い
て

い
た
。

■
こ
う

や

っ
て
」
と
ダ
イ
ト
ン
は
言

っ
た
、
「
二
人
は
寝

て
い
た
」

「
こ
う

や

っ
て
」
と

フ
ォ
レ
ス
ト
は
言

っ
た
、
■
お
た
が
い
に

(90)



ア
ラ
バ

ス
タ
ー

の
よ
う
に
白

い
腕
を
か
ら
み
あ
わ
せ
て
い
た
、

二
人

の
唇
は

一
本

の
茎
に
咲
く
四

つ
の
紅

い
バ
ラ
の
花
だ
、

そ
れ
が
初
夏

の
光

に
美

し
く
咲
き
誇
り
口
づ
け
し
あ

っ
て

い
た
。

枕
も
と
に

一
冊

の
祈
禧
書
が
あ

っ
た
、
そ
れ
を
見

て
」

と

フ
ォ
レ
ス
ト
は
言

い
続
け
た
、
占
決
心
が
ぐ
ら

つ
い
た
、

と

こ
ろ
が
、
畜
生
」

と
言

っ
て
あ

の
悪
党
め
口
を

つ
ぐ
ん
だ
、

す
る
と
ダ
イ
ト

ン
が
引
き
と

っ
た
、
「
お
れ
た
ち
は
、

自
然
が
も

の
を
造
り
は
じ
め
た
と
き
以
来

の
最
高

の
傑
作
、

も

っ
と
も
美
し

い
作
品
を
絞
め
殺
し

て
し
ま

っ
た

の
だ
」

そ

こ
ま
で
言
う
と
、

二
人
と
も
良
心
と
悔
恨
に
さ

い
な
ま
れ
、

口
も
き
け
な
く
な

っ
た
。

(小
田
島
雄
志
訳
)

図

3

J

・

ノ

ー

ス

コ
ト

『
ロ

ン

ド

ン
塔
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お
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テ
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法

(漱

石
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で
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灰
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表

現

…
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さ

れ

た

場

面

を

視

覚

化

し
た

も

の
と

し

て

は

、

す

で

に

ジ

ェ
イ

ム

。

・

、

鷹
、縫

ズ

・
ノ

ー

ス

コ
ト

(
一
七

四
六
i

一
八

三

一
)

の

『
ロ
ン

ド

ン
塔

に
お

け

マ
ン

テ
ィ

シ
ズ

ム

の
時
代

に
お
け

る
犠

牲

者

と

し

て

の
無

垢

な

子
ど

も

の
イ

メ
ー
ジ

の
表

象

の
さ

き

が
け

を

な

し
た

作
品

と

し

て
注

目
さ

れ

た
。

ジ

ョ
ン

・
ボ

イ

デ

ル

(プ

リ

ン
ト
出

版

業
者

と

し

て
大
成

功

を

と
げ

、

一
七

九

〇
年

に

ロ

ン
ド

ン
市

長

に
な

っ
た
)

が
、

ペ
ル

・
メ
ル

に
創

設

し
た

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー

構

想

は
、

こ

の
絵

画

に

よ

っ
て
触

発

さ
れ

た

と

い
わ

れ

る

く

ら

い
だ

。

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の

『
エ
ド

ワ

ー
ド

の
二
王

子
』

(図

4
)

も

同
様

に

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
作
品

に
基

づ

い
て
描

か
れ

た
も

の

で
あ

る
。

し
か

し

、
与

え

る
印

象

な

り

イ

ン
パ

ク
ト

は
、

ノ

ー

ス

コ
ト

の
絵

と

ま

る

で
異

な

っ
て

い
る

の
に

は
、
も

ち

ろ
ん
画

家

の
側

に
お

け

る
歴
史

(劇
)

の
受

け

と

り
方

や
、

想
像

力

の
違

い
が
あ

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合

(91)
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る
か

ら
だ

。
子

ど
も

の
頃

に
、

兄

の
ウ

ィ
リ

ア

ム
と

パ

リ

を
訪

れ

、

ル

ク
サ

ン
ブ

ー

ル
宮

殿

の
ギ

ャ

ラ

リ
ー

で
ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
絵

画
を

見

た
と

き

の
印
象

を

述

べ

た

ヘ
ン

リ
ー

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

の
次

の

一
文

は
、

そ

の
違

い
を
、

お

の
ず

か

ら
言

い
表

し

て
く

れ

て

い
る

の

で
は
な

い
か
。

○

『
エ
ド
ワ
ー
ド

の
二
王
子
』

を
観
た
と
き

の
感
動
は
、
か

つ
て
味
わ

っ
た

こ
と

の
な

い
、
格
別

の
も

の
で
あ

っ
た
。
顔
面

の
両
側
に
広
く
金
髪

の
巻

毛
を
た
ら
し
、
ガ
ー
タ
勲
章
を

つ
け
た
ス
ミ
レ
色

の
両
脚
を
ベ

ッ
ド
か
ら

ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
兄
王
子
の
悲
し
げ
な
、
痛
ま
し

い
病
的
な
、
面
長

の
妙

な
顔

に
は
、
遠

い
昔

の
歴
史
が
再
構
成
さ
れ
て
い
る
の
を
疑
う
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
上
な
く
精
妙

に
、
そ
し
て

[決
定
的
」
に
現

(
5

)

代
風

に
、
あ
る

い
は
心
理
的

に
な
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

ヘ
ン
リ
ー

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

の

い
う

「
現
代
風

に
、
あ

る
い
は
心
理
的
に
」

な
さ
れ
た

「遠

い
昔

の
歴
史

の
再
構
成
」
と

い
う
表
現

に
、
私
は
非
常
な
興

味
を
お

ぼ
え

る
。
と

い
う

の
も
、
そ
れ
は
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
に
よ
る
王
子
た

ち

の
殺
害
を
さ
す
と
同
時
に
、
ド

ラ
ロ
ー
シ

ュ
が
彼

の
な
か
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
革
命

の
惨
劇

の
記
憶
と
重
ね
て
、

こ
の
絵
画
を

か

い
た
結
果
と
し

て
、

生
じ
た
現
象
だ
と
思
え
る
か
ら

で
あ
る
。

ロ
ン
ド

ン
塔

に
監
禁
さ
れ
て
、
不
安
と
恐
怖

の
な
か
で
真
夜
中
に
し

の
び

よ
る
死

の
足
音
を
聞
く

エ
ド
ワ
ー
ド
王
子
た
ち

の
姿

は
、
そ

の
ま
ま
タ
ン
プ

ル
塔
に
監
禁

さ
れ

て
、
不
安
と
恐
怖

の
日
々
を
送
る
ル
イ
十
六
世

の
王
太
子
、

6

・

挙

総謙鞭欝魏轟簾薙 骸・,_,職職。。雛

図4P.ド ラ ローシュ 『ロン ドン塔のエ ドワー ド五世 とヨー ク公』

(1831,ウ ォ レス ・コレク ション蔵。 ルー ヴル美術館 蔵 『エ ドワー ドの二王子』の レプ リカ)

(92)



ル
イ

・
シ

ャ
ル
ル
に
通
じ
る
の
で
は
な

い
か
。
ル
イ
王
子
が
死
ん
だ
と
さ
れ
る

の
は

一
七
九
五
年
で
、
彼
が
十
歳

の
と
き
、
す
な
わ
ち

デ

ュ
ー
ク

・
オ
ブ

・
ヨ
ー
ク
、

エ
ド

ワ
ー
ド
王
子
の
弟

の
ほ
う
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢

で
あ
る
。
そ
し
て

『
エ
ド

ワ
ー
ド

の
二
王
子
』
が
制
作

さ
れ
た
の
が
、
七
月
革
命

が
起

こ

っ
た

一
八
三
〇
年

で
あ

っ

た
と

い
う

の
も
、
偶
然
で
は
な
か

っ
た
よ
う

に
思
え
る

の
で
あ
る
。

こ

の
作
品
は
、

一
八
三

一
年

の
サ

ロ
ン
に
展
示
さ
れ
る
や
爆
発
的
な
人
気
を
博
し
た
。

一
八
四
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
サ

ッ
カ
リ
ー
の

『パ
リ

・
ス
ケ

ッ
チ

・
ブ

ッ

(
6
)

ク
』

に
よ

る

と
、

■
『
エ
ド

ワ
ー
ド

の
二
王

子
』

の
名

声

は

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
中

に
広

ま
り

、
何

百
種

も

の
方

法

で
刷

ら

れ
た

版

画
が

出

ま
わ

っ
て

い
た
」

と
あ

る

。

さ

ら

に
こ

の
作

品

に
触

発

さ
れ

て
、

当
時

活

躍

中

の

フ

ラ

ン
ス
劇

作

家

、

カ
ジ

ミ
ー

ル

・
ド

ラ
ヴ

ィ
ー

ニ

ュ
が
、

三
幕

の
悲

劇

と

し

て

の

『
エ
ド

ワ
ー

ド

の

二
王

子
』

を

書

い
て
、

]
八
三

三
年

五
月

に

テ

ア
ト

ル

・
フ
ラ

ン
セ

ー

(今

の

コ
メ

デ

ィ

・
フ
ラ

ン
セ

ー
ズ
)

で
上
演

し

た

こ
と
も

あ

っ
た
。

ヘ
ン
リ

ー

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

が
絵
画

の
解
釈

に
、

初

め

て

心

理
学

を
適

用

す

る

こ
と

に
よ
り

、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
評
価

に
新

機

軸

を
打

ち
出

し

て

い
る

の
に
対

し

、

ド

ラ

ヴ

ィ
ー

ニ

ュ
の
戯

曲

は

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の

『
リ

チ

ャ
ー
ド

三
世
』

の
二
番
煎

じ

の
域

を
出

て

い
な

い
。
従

っ
て
上
演

の
評

判
も

よ
く

な

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

で

は
漱

石

の
場

合

は
、

ど
う

で
あ

っ
た

の
か
。

2

漱
石

の
ド
ラ
ロ
ー
シ

ュ
と

の
出
会

い

(93)

　と
ば
り

ロ

ロ
し

つ
く

い
ロ

や
が
て
姻

の
如
き
幕
が
開

い
て
空
想

の
舞
台

が
あ
り
ー

と
見
え
る
。
窓

の
内
側
は
厚
き

戸
帳
が
垂
れ
て
昼
も

ほ
の
暗

い
。
窓

に
対
す
る
壁
は
漆
喰
も
塗
ら
ぬ

丸
裸

の
石

で
隣
り

の
室
と
は
世
界
滅
却

の
口
に
至

る
ま
で
動
か
ぬ
仕
切
り
が
設
け
ら
れ

て
居

る
。
只
其
真
中

の
六
畳
許
り

の
場
所
は
冴
え
ぬ
色

の
タ
ペ
ス
ト
リ
で

ロ
な
ん
と

い
う
ロ

ロ
ね
だ
い
ロ

蔽
は
れ
て
居
る
。
地
は
納
戸
色
、
模
様
は
薄
き
黄

で
、
裸
体

の
女
神

の
像
と
、
像

の
周
囲
に

一
面
に
染
め
抜

い
た
唐
草
で
あ
る
。
石
壁

の
横

に
は
、
大
き
な
寡
台

　し

ん
ロ

　
つ
る
ロ

ロだ
け

ロ

が
横
は
る
。
厚
樫

の
心
も
透
れ
と
、
深
く
刻

み

つ
け
た
る
葡
萄
と
、
葡
萄
の
蔓
と
葡
萄
の
葉
が
手
足

の
触
る

・
場
所
丈

光
り
を
射
返
す
。
此
寡
台

の
端

に
二
人

の

ロも
ロ

小
児
が
見
え

て
来
た
。

一
人
は
十
三
四
、

一
人
は
十
歳
位
と
思
は
れ
る
。
幼
な
き
方
は
床
に
腰
を
か
け
て
、
寝
台

の
柱

に
半
ば
身
を
椅
た
せ
、
力
な
き
両
足
を

ぶ

　
と
し
か
さ
ロ

ら
り
と
下
げ
て
居
る
。
右

の
肱
を
、
傾
け
た
る
顔
と
共

に
前

に
出
し
て
年
嵩
な
る
人

の
肩
に
懸
け
る
。
年
上
な
る
は
幼
な
き
人

の
膝

の
上
に
金
に
て
飾
れ
る
大
き

ほ
ひ
ろ
ロ

ロも
ロ

ロあ

さ
む
ロ

 な
書
物
を
開
げ

て
、
其
あ
け
て
あ
る
頁

の
上
に
右

の
手
を
置
く
。
象
牙
を
揉

ん
で
柔
か
に
し
た
る
如
く
美
し

い
手

で
あ
る
。
二
人
と
も
烏

の
翼
を
欺
く
程

の
黒
き

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合
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上
衣
を
着

て
居

る
が
色
が
極
め
て
白

い
の
で

一
段
と
目
立

つ
。

の
は
兄
弟
だ
か
ら

で
あ
ら
う
。

(九
-

一
〇
)

髪

の
色

、

ロさ

て
ロ

眼

の
色
、
借
は
眉
根
鼻
付
か
ら
衣
装

の
末
に
至

る
迄
両
人
共
殆
ん
ど
同
じ
様

に
見
え
る

こ
の
情
景

の
導
入

血
塔
内

の
舞
台

の
設
定

に
関
し
て
は
、
漱
石
は
兄
弟
を
入
れ
換
え
て

い
る
点
を
除
け
ば
、
ド

ラ
ロ
ー
シ

ュ
の
絵
画
を
か
な
り
忠
実
に
再
現

し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ

の
舞
台

の
上

で
演

じ
ら
れ
る
ド
ラ

マ
の
脚
本
と
な
る
と
、
彼
は
た
ち
ま
ち
独
自

の
才
能
を
発
揮
し
は
じ
め
る
。

兄
が
優

し
く
清
ら
か
な
声

で
膝

の
上
な
る
書
物
を
読
む
。

「
わ
が
眼

の
前
に
、
わ
が
死
ぬ
べ
き
折

の
様
を
想
ひ
見
る
人
こ
そ
幸
あ
れ
。
日
毎
夜
毎
に
死
な
ん
と
願

へ
。

や
が
て
は
神

の
前
に
行
く
な
る
吾

の
何
を
恐
る

・

…
…
」

ロう
ご
ロ

弟
は
世
に
憐
れ
な

る
声

に
て

■
ア
ー
メ
ン
」
と
云
ふ
。
折
か
ら
遠
く
よ
り
吹
く
木
枯
し

の
高
き
塔
を
撚
か
し

て

一
度
び
は
壁
も
落

つ
る
許
り
に
ゴ
ー
と
鳴
る
。

ロ
ふ
く
ロ

弟
は
ひ
た
と
身
を
寄
せ

て
兄
の
肩
に
顔
を
す
り
付
け
る
。
雪

の
如
く
白

い
蒲
団
の

一
部
が
ほ
か
と
膨
れ
返
る
。
兄
は
又
読

み
始
め
る
。

「朝
な
ら
ば
夜

の
前

に
死
ぬ
と
思

へ
。
夜
な
ら
ば
翌
日
あ
り
と
頼
む
な
。
覚
悟
を

こ
そ
尊

べ
。
見
苦

し
き
死
に
様
ぞ
恥

の
極
み
な
る
。
…
…
」

　
ふ
る
ロ

ロ
と
ロ

ロも
ロ

弟
又

「
ア
ー
メ
ン
」
と
云
ふ
。
其
声
は
頭

へ
て
居
る
。
兄
は
静
か
に
書
を

ふ
せ
て
、
か
の
小
さ
き
窓

の
方

へ
歩
み
よ
り

て
外

の
面
を
見
様
と
す
る
。
窓

が
高
く

ロ
し
ょ
う

き
　

　
ほ
ふ
ロ

て
脊

が
足
り
ぬ
。
床
几
を
持

つ
て
来
て
其
上
に

つ
ま
だ

つ
。
百
里
を

つ
・
む
黒
霧

の
奥

に
ぼ
ん
や
り
と
冬

の
日
が
写
る
。
屠
れ
る
犬

の
生
血
に

て
染
め
抜

い
た
様

ロま
た

こ
　

で
あ
る
。
兄
は

[
今

日
も
亦
斯
う
し

て
暮
れ
る

の
か
」
と
弟
を
顧
み
る
。
弟
は
只

「寒

い
」
と
答

へ
る
。
■
命
さ

へ
助
け
て
呉

る

・
な
ら
伯
父
様

に
王

の
位
を
進

ぜ
る
も

の
を
」
と
兄
が
独
り
言

の
様
に

つ
ぶ
や
く
。
弟
は

「
母
様
に
逢
ひ
た

い
」
と

の
み
云
ふ
。
此
時
向

ふ
に
掛

つ
て
居
る
タ
ペ
ス
ト
リ
に
織
り
出
し

て
あ
る
女

神

の
裸
体
像
が
風
も
な

い
の
に
二
三
度

ふ
わ
り
ー

と
動
く
。

(
一
〇
)

(94)

 

こ
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
る
ド

ラ
マ
の
構
成

の
す

べ
て
が
、
完
全
に
漱
石

の
独
創

に
な
る
も

の
だ
と
は
言
え
な

い
か
も
し
れ
な

い
。

し
か
し
彼
は
、

シ

ェ
イ
ク
ス
ピ

ア

の

『
リ
チ

ャ
ー
ド
三
世
』

は
も
と
よ
り
、
そ
の
原
典
と
な

っ
た
サ
ー

・
ト

マ
ス

・
モ
ア
の

『
リ
チ

ャ
ー
ド
三
世

の
歴
史
』

の
要
所
要
所
を
、
完
全

に
自
家
薬
籠
中

の



も

の
と
し
て
、
絵
画
と
融
合

さ
せ
、
そ
し

て
独
創
的

・
幻
想
的
な
物
語
を
紡
ぎ
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

で
は
漱
石
は
、
ど
こ
で
ポ
ー
ル

・
ド

ラ
ロ
ー
シ

ュ
の

『
エ
ド
ワ
ー
ド
の
二
王
子
』

に
出
会

っ
た
の
か
。

本
来
な
ら
ド

ラ
ロ
ー
シ

ュ
の

『
エ
ド

ワ
ー
ド
の
二
王
子
』
を
所
蔵
す
る
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
を
も

っ
て
、
そ

の
出
会

い
の
場
所
だ
と
考
え

る
べ
き
だ
が
、
漱

石
が

ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
を
訪
ね
た
形
跡
は
な

い
。
彼
は
パ
リ
で
は
な
く
、

ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
を
は
じ
め
た
あ
と
、

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー

・
ス
ク

ェ
ア
の
ハ
ー

フ
ォ
ー
ド

・

ハ
ウ
ス
を
改

装
し
て
新
し
く
設
立
さ
れ
た

ウ
ォ
レ
ス

・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
、

『
エ
ド
ワ
ー
ド
五
世
と

ヨ
ー
ク
公
』
と
題
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
を
通
じ
て
ド

ラ
ロ
ー
シ

ユ

の
絵
画
と
出
会

っ
た

の
だ
と
、
私
は
確
信
し
て

い
る
。

『
エ
ド
ワ
ー
ド
の
二
王
子
』
が
、

一
八
三

一
年

に
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
展
示
さ
れ
て
、
絶
大
な
人
気
を
博
し
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
俄
然
檜
舞
台
に
跳
り
出
た
ド

ラ

ロ
ー
シ

ュ
は
、
当
時

の
フ
ラ
ン
ス
公
共
事
業
相

の
依
嘱
を
受
け
て
、
も
う

一
つ
の

『
エ
ド

ワ
ー
ド

の
二
王
子
』
i

前
作

の
縮
小
版
を
制
作
す

る
こ
と
に
な
る
。

そ
し

て

こ

の
レ
プ

リ
カ
版

は
、
そ

の
後

画
商

の
手

を
経

て
、

一
八

四

二
年

に
第

四
代

ハ
ー

フ
ォ
ー
ド
侯

爵

ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
創

設
者

の
所

有
と

な

っ
た
。

第

四
代

ハ
ー

フ
ォ
ー

ド
侯

爵

(
一
八

〇
〇
1

七

〇
)

は
、

父

の
第

三
代

ハ
ー

フ
ォ
ー
ド

侯
爵

(
デ
ィ
ズ

レ
イ

リ

ー

の

『
コ

ニ
ン

グ
ズ

ビ

i
』

の

モ
ン

マ
ス
侯

爵

、

5ー

サ

ッ
カ

リ
ー

の

『虚

栄

の
市
』

の
ス

テ
イ

ン
卿

の
モ

デ

ル
と

な

っ
た

人
物

)

の
後

を

つ

い
で
、

生

涯

の
ほ

と

ん
ど
を

パ

リ

の
ブ

ー

ロ

ニ
ュ
ー

の
森

の
バ
ガ

テ

ル
城
館

@

に
住

み

、
美

術
品

の
蒐
集

に
専
念

、
全

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

一
、

二
を

争
う

コ
レ
ク

タ
ー
と

な

っ
た
。

彼

の
死

後

、
全

資

産

が
、
彼

の
庶

子

で
長
年

に
わ
た

っ
て
彼

の
助

手

、

そ

し

て
代

理
役

を

つ
と

め
た

、

リ

チ

ャ
ー

ド

・
ウ

ォ

レ

ス

(
一
八

一
八
-

九

〇
)

に

遺
贈

さ

れ
た

。

美

術
館

と

し

て

の

【
ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
」

は

、

こ

の
名

に
ち

な
む

。

こ

の
ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
が

一
般
公

開

さ

れ
た

の
は
、

一
九

〇

〇
年

六

月

二
十

二

日
、
漱

石

の

ロ
ン
ド

ン
到

着

の
四
か

月
前

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

ウ

ォ

レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
の
所

在

地

は
、

ベ
イ

ヵ

1

・
ス
ト

リ

ー
ト

に
隣

接
す

る

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー

・
ス
ク

ェ
ア
。
漱

石
が

十

一
月

二
十

二
日
か

ら
個

人
教

育

を

受

け

に
通

い
は

じ

め
る

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
ク

レ
イ

グ
博

士

の
私

宅

、
グ

ロ
ー

ス
タ

ー

・
プ

レ
イ

ス
五

五

A
か

ら
は

、
歩

い
て
、

五
、

六
分

の
と

こ

ろ

に
あ

る
。
彼

の
日
記

に
は

、

「
9

巴
ひQ
に
至

る
」

が

四
十

二

回
記

録

さ

れ

て

い
る
。

も
と

よ
り
美

術

に
関

心

の
深

い
漱

石

が
、

す
ぐ

近

く

の
道
を

こ
れ

だ
け

往

き
来

し
な

が

ら
、

ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
を

見

逃
す

は

ず

は

な

い
。

『
エ
ド

ワ
ー

ド

の
二
王
子

』

の
レ
プ

リ
カ

『
エ
ド

ワ
ー

ド

五

世
と

ヨ
ー
ク
公
』

ば

か
り

で
な
く

、

『
三
四

郎

』
第

四
章

十

に
出

て
く

る
ジ

ャ
ン

・
パ
プ

テ
ィ

ス
ト

・

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合



人
文
科
学
部
論
集

第

7
号

グ

ル
ー
ズ

の
描

い
た
女

の
肖

像
を

見

た

の
も

、

こ

の
美

術

館

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

漱

石
は

、

グ

ル
ー

ズ

の

「
画

い
た
女

の
肖

像
は

悉
く

ず

ラ
プ

チ

ュ
ア
ス
な
表

情

に
富

ん

で

ゐ
る
」

(
『一二
四

郎
』

四

の
十
)

と
書

い
て

い
る

が
、

彼

が
所

持

し

て

い
た

フ
レ
デ

リ

ッ
ク

・
ミ

ラ
ー
著

『ウ

ォ

レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
の
絵

画
』

(
一

九

〇

二
)

第

六
章

「
グ

ル
ー

ズ
」

論

に
は
、

「官

能
的

な
魅

力

」

(<
o
}唇

ε

3

ω
9

鷲
ヨ
)
が

、

こ

の
画

家

の
描

く

女
性

の
特

徴

と

し

て
あ

げ

ら

れ

て

い
る
。

つ
い
で

に

ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
の

一
般

公

開

に
際

し

て
そ

の
理
事

会

が

発
行

し

た

『ウ

ォ

レ

ス

・
コ
レ

ク

シ

ョ
ン

の
油
彩

画

な

ら
び

に
水

彩

画

の
暫
定

カ

タ

ロ
グ
』

(
一
九

〇
〇
年

六
月

)

に
も

ふ
れ

て
お

こ
う

。

こ

れ

に
は

[
成

熟
前

の
若

々
し

い
美

少

女

の
独

特

の
頭

部

や
半
身

像

を
描

い
て
、
素

朴

ら

し

さ
と
官

能

的

な

ゆ
か

し
さ

(<
〇
一⊆
b
ε
。
⊆
ω
⑰Q
轟
。
Φ)

と

を
巧

妙

に
混

ぜ

合

わ

せ
る
」

と

こ

ろ
が
、

グ

ル
ー
ズ

の
評

判

の
源

を
な

し

て

い
る
、

と

述

べ
ら

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

ミ

ラ
ー

の

『
ウ

ォ

レ

ス

・
コ
レ

ク

シ

ョ
ン
の
絵

画
』

に
は

、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の

『
エ
ド

ワ
ー
ド

四
世

の

二
王

子
』

に

ふ
れ

た
部

分

は
な

い
。

し

か

し
、
今

の
理
事

会

発

行

の

『暫

定

カ
タ

ロ
グ

』

に
は

、

そ

れ

が

「
ル
ー

ヴ

ル
美
術

館
蔵

画

の
縮
小

判
」

と

い
う

説
明

つ
き

で
、
掲

載

さ

れ

て

い
る
。

(図

4
参

照
)

「
エ
ド

ワ
ー
ド

の

二
王

子
』

の
レ
プ

リ

カ
版

が
、

ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
開
催
当

初

か

ら
展

示

さ
れ

て

い
た

こ
と
を

、

裏

づ
け

て

い
る

の
で
あ

る
。

H

『
レ

デ

イ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ

イ

の
処

刑

』

(96)

 

1

「
殉

教
者

」

と

し

て

の
レ

デ
イ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

そ
そ

英
国

の
歴
史
を
読
ん
だ
も

の
で
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
ー

の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
あ

る
ま

い
。
又
其
薄
命
と
無
残
な
最
後

に
同
情

の
涙
を
淺
が
ぬ
者

は
あ
る
ま

い
。

お

っ

と

ジ

ェ
ー

ン
は
、
義
父
と
所
夫

の
野
心

の
為
め
に
十
八
年

の
春
秋
を
罪
な
く
し
て
惜
気
も
な
く
刑
場
に
売

っ
た
。

(
二
ニ
ー

二
三
)

■
余
」

が
ビ
ー
チ
ャ
ム
塔

(漱
石
は
ボ
ー
シ
ャ
ン
塔
と
読
ん
で
い
る
)

の
壁
面
に
、
小
さ
く

..

と
き
の
感
慨
と
し
て
綴
ら
れ
た
文
章

で
あ
る
。

漱
石
が
こ
こ
で

「英
国

の
歴
史
」

と
し

て
ど
う

い
う
も

の
を
想
定
し

て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、

H>
Z
円
.
と

い
う
文
字
が
彫
ら
れ

て
い
る
の
を
ま

の
あ
た
り
に
し
た

「
其
薄
命
と
無
残
な
最
後
」
を
描

い
て
、

そ
そ

「同
情

の
涙
を
瀧
が
」
せ



(
7
)

る

の
に
、

最

も
根

源

的

な
役

割

を
果

た

し
た

の
は
、

ジ

ョ

ン

・
フ
ォ

ッ
ク

ス

(
一
五

一
六
-

八
七

)

の

『殉
教
者

列

伝
』

で
あ

ろ
う

。

キ
リ

ス
ト

教
徒

殉

教
者

の
苦

難

を
主

軸

に
し

て
書

か

れ
た

キ

リ

ス
ト
教

会

通
史

だ

が
、

全

体

の
比

率

か
ら

い
う

と

、

メ

ア
リ

・
テ

ユ
ー

ダ

ー

の
統

治

下

に
お

け

る
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
迫

害

の
占

め

る
量

が
圧

倒

的

に
多

い
。

一
八

三
四
年

の
サ

ロ

ン

・
カ
タ

ロ
グ

に
よ

る
と

、

ポ

ー

ル

・
ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の

『レ

デ

ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ

の
処
刑
』

の
基
本

資

料

と

し

て
、

一
五

八

八
年

版

『殉

教

者
列

伝

』

が
特

定

さ

れ

て

い
る
し

、
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

を

ヒ

ロ
イ

ン

に
し

て

『
ロ
ン
ド

ン
塔

』

を
書

い
た

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス
も

ま
た

、
特

に
最
後

の
処

刑

の
場

面

で
は
、

フ

ォ

ッ
ク

ス

の
記

録
を

、

ほ
と

ん

ど
そ

の
ま
ま

取

り

入
れ

て

い
る
。

ヴ

ィ

ク
ト

リ

ア
朝

に
お

け

る

レ

デ

ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
リ
ヴ

ァ
イ

ヴ

ァ
ル
現

象

を
も

た

ら
す

上

で
、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
と

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス
の
作
品

の
果
た

(
8
)

し
た
役
割
が
大
き
か

っ
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

『殉
教
者
列
伝
』
が
、
十
八
世
紀
か
ら

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
を
通
じ
て
日
曜

日
の
標
準
的
な
読
物

で
あ

っ
た
」

こ
と
も
、
そ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

十
八
世
紀

に
お
け

る
新
し

い
読
者
層

の
誕
生
と
そ

の
増
大
化

の
波
に
乗

っ
て
、

『殉
教
者
列
伝
』
は

一
八
三
二
年
以
降
、
少
な
く
と
も
四
回
廉
価
版

の
刊
行

が
重

の

ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
ど
の
家
庭

に
お

い
て
も
、
そ
れ
は
聖
書
、
『
天
路
歴
程
』
と
並
ん
で

い
て
、
日
曜
日
の
読
物

に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀

に
な

っ
て
か

ω

ら
は
、

一
八
三
四
年

か
ら

一
八
四

一
年
に
か
け

て
、

ス
テ
ィ
ヴ
ン

・
リ
ー
ド

・
カ

ッ
ト
リ
ー
編
に
よ
る

『行
為
と
記
念
碑
』

(
『殉
教
者
列
伝
』
)

(全
八
巻
)

の
新

・

完
全
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

レ
デ
ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ

の

■行
為
と
記
念
碑
」

が
収
録
さ
れ

て
い
る
の
は
そ

の
第
六
巻

で
、

一
八
三
八
年

に
刊
行

さ
れ

て

い
る
。

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー
ス
の

『
ロ
ン
ド
ン
塔
』
が
、

一
八
四
〇
年

に
出
版

さ
れ
た

の
も
、
偶
然
で
は
な
か

っ
た
と
言
え
る

の
で
は
な

い
か
。
も
う

一
つ
つ
け
加
え

て
お
き
た

い
の
は
、
デ
ィ
ケ

ン

ズ

が

『
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド

・
コ
パ
ー

フ
ィ
ー

ル
ド
』

の
な
か
で
、

ペ
ゴ
テ
ィ
の
家
庭
を
描

い
た
と
こ
ろ
に
、

『殉
教
者
列
伝
』
が
顔
を
出
す
と

い
う

こ
と
が
あ

る
。
そ

れ
は
、
大
型

の
四
折
版

の
本
で
あ

っ
た
。

私
は

い
ち
は
や
く

こ
の
大
切
な
本
を
見

つ
け

て
、
さ

っ
そ
く
夢
中

に
な

っ
て
読
み
は
じ
め
た
。
そ
れ
か
ら
も
そ

の
家
に
行
く
と
、
必
ず
椅
子
に
両
膝
を

つ
い
て
、

こ
の
宝
物
を
蔵

っ
て
あ
る
抽
出
を
あ
け
、
机

の
上
に
両
腕
を
広
げ

て
、
ま
た
も

や
無
我
夢
中
に
な

っ
て
そ

の
本
を
む
さ
ぼ
り
読
む

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
ほ
ん
と

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合
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う

は
、

挿
絵

に
ひ
き

つ
け

ら

れ
た

の
か
も

し
れ

な

い
。

て

い
た

。

(第

十

章
)

た
く
さ
ん
の
挿
絵
が
あ

っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
ぞ
く
ぞ
く
す

る
よ
う
な
恐
し

い
光
景
が
描
か
れ

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
少
年
時
代

に
お
け

る
デ
ィ
ケ
ン
ズ
自
身

の
読
書
体
験

に
基
づ

い
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
彼

の

「子
ど
も

の
た
め
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
史
」

(
]
八
五
三
)

に
お
け
る
レ
デ
ィ

・
ジ

ェ
イ
ン

・
グ
レ
イ

の
物
語

(第
三
十
章
)
は
も
と
よ
り
、

フ
ロ
レ
ン
ス

・
ド

ン
ビ
ー
の
よ
う
な
犠
牲
者
と
し
て
の
女
性

の
表

象
に
は
、
そ
の
読
書
経
験
を
通
じ
て
記
憶
に
刻
ま
れ
た
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ

の
イ

メ
ー
ジ
が
反
映
し
て
い
る
と
、
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

(
9
)

ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

が
十

九
世

紀

イ

ン
グ

ラ
ン
ド

に
お

い
て
、

「
強
迫
観

念

的

な
女
性

の
タ
イ

プ
」
(o
σ
ωΦ
ωω
δ
き

=
Φ
8
巴
Φ
q
冨

)
を

生

み
出

し
た

原
点

で
あ

っ
た

ミ
リ

ユ
　

と
す

る
な
ら
ば
、
漱

石
の

『倫
敦
塔
』

の
興
味
は
さ
ら
に
深
ま
る
。
単
に
歴
史
的
背
景
だ
け
で
な
く
、
十
九
世
紀
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
学
的
環
境
と
も
密
接

に

つ
な

が
る
作
品

で
あ

っ
た
こ
と
を
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら

で
あ
る
。

9

2

ビ
ー
チ
ャ
ム
塔

の
歴
史
は

「
悲
酸

の
歴
史
」

(98)

血
塔
か
ら

ロ
ン
ド

ン
塔

の
本
丸

と
も

い
う

べ
き
白

塔
を
見

て
ま
わ
り
、
白
塔
を
出

て
タ

ワ
ー

・
グ
リ
ー

ン
を
横
切

っ
て
ビ
ー
チ

ャ
ム

(漱
石

の
表

記

で
は

「
ポ
ー
シ

ャ
ン
」
)
塔

に
入

っ
た

「
余
」
は
、
そ
こ
で

「百
代

の
遺
恨
を
結
晶
し
た
る
無
数

の
記
念
を
」
ま

の
あ
た
り
す
る
。
周
り

の
石
壁
に
今
も
残

る
九
十

一
の

イ
ン

ス
ク

リ

ソ
ブ

ン
ヨ

ン
ス

 

「
題

辞

」

は

、

「
観

る
者

の
心
を

寒

か

ら

し

め

て
居

る
」
。

(
一
六
)

そ

れ
ら

の
な
か

に
、

ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

と
直

接

に

関
わ

る

の
は

、
ま

ず

..
H
>
Z
国

ど

い
う

題

辞

だ

。
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
夫

、

ギ

ル

フ
ォ
ー

ド

・
ダ

ッ

ド

レ

ー

に
よ

っ
て
刻

ま

れ

た
も

の
で

、
も

と

は

三

つ
あ

っ
た

の
が

、
今

で

は

二

つ
だ
け

が
残

っ
て

い
る

。

そ

れ

か
ら

次

が

ダ

ッ
ド

レ

ー
家

の
紋

章

だ

。

(図

5
)

粗

っ
ぽ
く

切
り

と

っ
た
棒

を

間

に
し

て
、

左

に

熊

、

右

に

二
叉

に

分

か
れ

た

尻
尾

の
獅
子

が

描

か
れ

て

い

る
。

「
余

」

が
出

会

っ
た
、

男

の
子

を

つ
れ

た
不

思

議

な
女

(ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
幻

影

)

は
、

そ

れ

を

こ

の
よ
う

に
説

明
す

る
。



此
紋
章
を
刻

ん
だ
人
は
ジ

ョ
ン

・
ダ

ツ
ド
レ
ー
で
す
。
恰
も
ジ

ョ
ン
は
自
分

の
兄
弟

の
如
き
語
調
で
あ
る
。

■
ジ

ヨ
ン
に
は
四
人
の
兄
弟
が
あ

つ
て
、
其
兄
弟
が
、
熊
と
獅
師

の
周
囲
に
刻
み
付
け
ら
れ
て
あ
る
草
花
で
ち
や
ん
と
分
か
り
ま
す
」
(略
)
一
こ

・
に
あ
る

の
は

に
ん
と
う

>
8

毎

ω

で
是

は

〉
昌
葺

○
ω
Φ

の
事

で
す

。

こ
ち

ら

に
あ

る

の
が

菊
o
ω
①
で

菊
o
び
Φ
詳

を

代
表

す

る

の

で
す

。

下

の
方

に
忍

冬

が

描

い
て
あ

り
ま

せ

う

。

忍
冬

は

か
た
ま

笛
8

Φ
窃

o
o
江
Φ
だ

か

ら

缶
9

曙

に
当

る

の
で
す

。
左

り

の
上

に
塊

っ
て
居

る

の
が

O
Φ
轟
三
⊆
日

で
是

は

○
…

…
」

(二

一
-

二
二
)

最

後

の

..
Ω
…

…

,、
は
、

の
巨

隔o
a

す

な
わ

ち

ジ

ェ
イ

ン

の
夫

で
あ

る
ギ

ル

フ
オ
ー

ド

・
ダ

ツ
ド

レ

ー
を

あ

ら

わ
す

。

が
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
化

身

で
あ

る

こ
と

を

あ
ら

わ

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

す

べ

て
の
禍

い
は
、

こ

の
五

人
兄

弟

の
父

ノ
ー
ザ

ン
バ

ラ

ン
ド
公

の
政
治

的

野
心

の
た

め

に
起

こ

っ
た

。

僅
か
九
歳

で

ヘ
ン
リ
ー
八
世

の
後
を
継

い
だ

エ
ド
ワ
ー
ド
六
世

(
一
五
三
七
-

五
三
)
が
病
弱
で
、
早
世

の
兆
を
見

て
と

っ
た

ノ
ー

ザ
ン
バ
ラ
ン
ド
公
は
、
彼

の
第
四
子

の
ギ

ル
フ
ォ
ー
ド
と

ヘ
ン
リ
ー

七
世

の
曽
孫

に
当

た
る
レ
デ
ィ

・
ジ

ェ
イ
ン

・
グ
レ
イ
と

の
結
婚

を
画
策
し
は
じ
め
た
。

一
五
五
三
年
七
月
六
日
、

エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
が
十

五
歳

で
世
を

去
り
、
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ
は
、
義
父
と
夫

の
強
引
な
要
望

に
逆

ら
う
わ
け
に

い
か
ず
、
心
な
ら
ず
も

エ
ド
ワ
ー
ド
六
世

の
後
を
継

ぐ

こ
と
を
承
諾
せ
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。

し
か
し
彼
女
が
女
王

の
座

に
あ

っ
た

の
は
、
僅

か
九
日
間
だ
け

で
あ

っ
た
。
正
当
な
王
位
継
承
権
を
主
張
し

て
、
地
主
階
級

や
ヨ
ー

マ
ン
の
支
持
を
得

た
メ
ア
リ
の
率

い
る
軍
勢

に
よ

っ
て
、
ノ
ー
ザ

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合

NO!4

そ

の
絶
句

に
よ

っ
て
、
こ

の
怪
し

い
女

図5ビ ー チ ャ ム 塔 内 の ダ ド レ ー 家 の 紋 章
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ン
バ
ラ
ン
ド
公

の
軍
隊
は
敗
北
を
喫

し
、
ダ

ツ
ド
レ
ー

一
族

は
全
員
が
反
逆
者
と
し

て
の
囚
わ
れ

の
身
と
な

っ
て
、

ロ
ン
ド

ン
塔

に
幽
閉
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
父
親

の
ジ

ョ
ン
公
爵
は
ガ
ー
デ
ン
塔

に
、
そ
し

て
長
男

の
ジ

ョ
ン

(
ウ
ォ
リ

ッ
ク
伯
)
を
含

め
た
五
人

の
息
子
た
ち
は
、
ビ
ー
チ
ャ
ム
塔

の
別

々
の
部
屋
に
。

一
五
五
三
年
七
月
十
九
日
を
も

っ
て
王
座
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ
も
ま
た
囚
わ
れ

の
身
と
な

っ
た
が
、
彼
女
に
は

]
般

の
反
逆
者
用
の
監
獄

で
は

な
く
、

ロ
ン
ド
ン
塔
司
令
官

の
個
人
宿
舎
が
当

て
ら
れ
た
。

の
ち
に
彼
女

は
衛
兵
看
守

の
宿
舎

に
移
る
こ
と
に
な
る
。

一
五
五
三
年
十
二
月
、
女
王
メ
ア
リ
と

ス
ペ
イ
ン
国
の
皇
太
子

(
の
ち

に
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
)
と

の
婚
約
が
発
表
さ
れ
る
と
、
国
中
に
不
評

の
波
が
広
が
り
、
サ
ー

・

ト

マ
ス

・
ワ
イ
ア
ッ
ト
の
反
乱
が
起

こ

っ
た
。
最
初

ケ
ン
ト
州

で
峰
火
を
あ
げ
た
反
乱
軍
は
、
西

の
方

の
キ
ン
グ
ズ
ト

ン
を
迂
回
し

て
ロ
ン
ド
ン
に
入
り
、
ス
ト
ラ

ン
ド
か
ら
ラ
ド
ゲ
イ
ト

へ
進

ん
だ
が
、
そ
こ
で
進
退
を
阻
ま
れ

て
ワ
イ

ア
ッ
ト
は
捕
わ
れ
、

一
八
五
四
年
四
月
十

一
日
に
タ
ワ
ー

・
ヒ
ル
で
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の
出

来
事
は
、
ジ

ェ
イ
ン
の
運
命
を
決
定
づ
け
る
結
果
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
ま
た

エ
リ
ザ

ベ
ス
に
も
危
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
か

っ
た
。

メ
ア
リ
は

ヘ
ン
リ
ー
八
世
と
そ

の
最
初

の
妃

ア
ラ
ゴ

ン
の
キ

ャ
サ
リ

ン
と

の
間

に
生
ま
れ
た
女
王
で
、
も
と
も
と
ス
ペ
イ

ン
と
は
血
縁
関
係

が
あ
り
、
彼
女
自
身

カ
ト
リ

ッ
ク
信
者

で
あ

っ
た
。

フ

ェ
リ
ペ
皇
太
子
と

の
結
婚

の
国
民
的
な
不
評
も
、

ワ
イ

ア
ッ
ト

の
反
乱
も
、
も
ち
ろ
ん
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら

の
反
カ
ト
リ

ッ

ω

ク
感
情

の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ジ

ェ
イ

ン
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト

の
な
か

の
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

メ
ア
リ
と

q

ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ
と

の
あ

い
だ
に
は
、
王
位
継
承

に
絡
む
対
立
に
加
え

て
、
宗
教
的
な
対
立
関
係
が
顕
在
化
す
る
よ
う

に
な
る
の
で
あ

る
。
ジ

ェ
イ
ン
に
と

っ
て

さ
ら
に
不
運
な

こ
と

に
は
、
父
親

の
サ
フ
ォ
ー
ク
公

が
ワ
イ
ア

ッ
ト
の
反
乱
に
同
調
し
た
た
め
に
、
反
逆
者
と
し

て
捕
え
ら
れ
て

い
た
。
メ
ア
リ
は
、
遂

に

一
五
五

四
年

二
月
九

日
、
「
ギ

ル
フ
ォ
ー
ド

・
ダ

ツ
ド
レ
ー
な
ら
び

に
そ
の
妻
」

の
処
刑
執
行
令
状

に
署
名
せ
ざ

る
を
得
な
く
な

っ
た
。

お

つ
と

漱
石

の
言
葉
を
借
り

て
言
う
な
ら
ば
、
ジ

ェ
イ
ン
が

「義
父
と
所
夫

の
野
心
の
為
め
に
十
八
年

の
春
秋
を
罪
な
く
し
て
惜
気
も
な
く
刑
場
に
売

つ
た
」

の
は
、

]

八
五
四
年
二
月
十
二
日
。
ジ

ョ
ン

・
フ
ォ

ッ
ク
ス
は
、

こ
の
と
き

の
模
様
を
次

の
よ
う

に
書
き
記
し
て

い
る
。

そ
れ
か
ら
刑
執
行
人
は
ひ
ざ
ま
ず

い
て
、
ジ

ェ
イ

ン
に
赦
し
を
乞
う
た
。
彼
女
は
心
底
か
ら
そ
れ
を
聞
き
入
れ
た
。
そ
れ
か
ら
彼

は
、
ど
う
ぞ
わ
ら

の
上
に
お

立
ち
く
だ
さ

い
、
と
声
を
か
け
た
。
わ
ら

の
上

に
は
断
頭
台
が
見
え

た
。
ジ

ェ
イ

ン
は
言

っ
た
。

[
ど
う
か
、

で
き

る
だ
け
早
く
か
た
づ
け
て
」
そ
う

し
て
彼
女

は
ひ
ざ
ま
ず
き
な
が
ら
尋
ね
た
。

燗体
を
寝
か
す
ま
え

に
、
こ
れ
を
は
ず
し
て
も
ら
え

る
か
し
ら
」
「
い
い
え
、
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
」
刑
執
行
人
は
言

っ
た
。
そ
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図6P.ド ラ ローシ ュ 『レデ ィ ・ジ ェイン ・グ レイの処刑」(1833),

ロ ン ドン ・ナ ショナル ・ギ ャラリー蔵。

れ
か
ら
彼
女
は
ス
カ
ー

フ
で
目
か
く
し
を
し
て
、
手
さ
ぐ
り

で
断

頭
台
を
捜
し
な
が
ら
言

っ
た
。
「
ど
う

し
よ
う
、
ど
こ
か
し
ら
、

ど
こ
か
し
ら
」
近
く
に

い
た

一
人

の
男
が
手
を
貸
し
て
彼
女
を
そ

こ
ま

で
導

い
て
や

っ
た
。
彼
女
は
台

に
首
を

の
せ
、
ぐ

っ
と
体
を

(
10

)

の
ば

し

た
。

ポ

ー

ル

・
ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の

『
レ

デ
ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の

処
刑
』

(
図

6
)

は
、

一
見
し

て
わ

か

る
よ
う

に
、

こ

の
場
面

を
描

い

て

い
る
。

そ

し

て
ま

た
、

漱

石

の
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ
幻

想

が

、
ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
こ

の
絵

に
よ

っ
て
創

り

出

さ
れ

て

い
る

の
も

、
彼

自

σD

ら

が
認

め

て

い
る
と

お
り

だ
。

q

た

だ

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
絵

画

が

、
必

ず

し
も

史
実

を

、
あ

る

い
は

原
典

を
忠

実

に
再

現

し

て

い
る

の

で
は
な

い
こ
と

に
、
注

意

を
向

け

て

お
く

必

要

が
あ

る

。

ド

ラ

ロ

ー

シ

ュ
は

、
半

円

の
ア
ー

チ
と

太

い
柱

の
ノ

ル

マ
ン
様
式

の
建

造
物

の
中

に
、
処

刑

の
舞
台

を

設
定

し

て

い
る

が
、
ジ

ェ
イ

ン

・

グ

レ

イ

が

処

刑

さ

れ

た

の
は

、

ビ

ー

チ

ャ

ム
塔

の
前

面

に
あ

る

タ

ワ
ー

・
グ

リ
ー

ン
だ
。

(図

7
)

ロ
ン
ド

ン
塔

に
幽
閉

さ
れ

た
反
逆

者

た

ち

の
処

刑
場

と

い
え

ば
、

ほ
と

ん

ど

決

ま

っ
て
塔

の
北
側

に
あ

る
タ

ワ
ー

・
ヒ

ル
だ

が

、
公

開



人
文
科
学
部
論
集

第

7
号

制
度

の
も
と

で
犠
牲

者

に
対

す

る
同

情

な
ど

か

ら
、

暴
動

が

誘
発

さ

れ

る
懸

念

が

あ

る

と
き

に
は
、

タ

ワ
ー

・
グ

リ
ー

ン
に
プ

ラ
イ

ヴ

ェ
イ

ト

の
処

刑
台

が
設

け

ら

れ
た

。

こ

こ
に
は

、

レ

デ

イ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
ほ
か
、

ヘ
ン

リ
ー

八
世

の
第

二
王

妃

と
第

五

王
妃

の
ア

ン

・
ブ

リ

ン
と

キ

ャ
サ

リ

ン

・
ハ
ワ
ー
ド
を

含

め

て
、

七
名

の
貴

人

た
ち

の
首

が

切
り

落

と

さ
れ

た
。

漱

石

が

「
白
塔

を

出

て
ボ

ー

シ
ヤ

ン
塔

へ
行

く
」

途
中

に

一鉄

柵

で
囲

い
込

ん
」

だ

「
仕

置

場

の
跡
」

が

あ

る

、
と

書

い
て

い
る

の
は
、

ま

さ

に

こ

の

タ

ワ
ー

・
グ

リ

ー

ン

の
処
刑

場

の
こ
と

で
あ

る
。

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
絵

に
関

し

て
、

も

う

]
つ
明

ら

か

に

し

て
お

き
た

い

の
は

、
ジ

ェ

イ

ン

・
グ

レ
イ

を
支

え

て

い
る
白

髪

の
人
物

の

ア
イ

デ

ン

テ

ィ
テ

ィ

の
問

題

で
あ

る
。

先

の
引

用

文

に
あ

る

よ
う

に

、

フ

ォ

ッ
ク

ス

の

『
殉
教

者

列
伝

」

に
は

、

「
近

く

に

い
た

一
人

の
男
」
(○
器

O
P

げ
Φ
ω
富
邑

q
甲
9

)
と

あ

り
、

ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ヘ
プ

ワ
ス

・

デ

ィ

ク

ソ
ン
も

『女

王

陛

下

の
塔

』

(
一
九

〇

一
)

に

お

い

て
、

そ
れ

を

踏
襲

し
た

形

(11

)

で

「
近
く

に
立

っ
て

い
た

一
人
」

(
○
コ
⑦
≦
げ
○
ω
8
0
匹
9

げ
Φ
N
)

と
書

い
て

い
て
、

そ

れ

が
誰

で
あ

る

か
、
特

定

さ

れ

て

い
な

い
。

と

こ

ろ
が

、

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス

の

『
ロ

ン
ド

ン
塔

』

に

は
、

「
サ
ー

・
ト

マ
ス

・
ブ

(
12

)

リ

ッ
ジ
ズ
が
彼
女

の
手
を
と

っ
て
、
断
頭
台

の
ほ
う

へ
導

い
て
や

っ
た
」
と

い
う

風
に
、

ン
ド
ン
塔
司
令
副
官

で
、

こ
の
日
に

フ
ェ
ク
ナ
ム
と
と
も

に
、

彼
女
を
断
頭
台

へ
導

い
た
と

い
う

こ
と
を
、
確
認
す
る
手
が
か
り
は
な

い
。

漱
石
も
ま
た

こ
の
人
物
を
め
ぐ

っ
て
、

図7.タ ワー ・グ リーンの処刑場。

(ベ ンチの右側鎖 の上 にロン ドン塔名物の烏が一羽止 まってい る。)

出典:CharlesG』arper,TheTowerofLondon,London:1909.p.220.

 

人
物

が

特
定

さ

れ

て

い
る
。

ト

マ
ス

・
ブ

リ

ッ
ジ
ズ

と

い
う

の
は

、

ロ

ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ

イ
を

迎

え

に
行

っ
た

こ
と

は

、

デ

ィ
ク

ソ
ン

の
本

に
も

書

い
て
あ

る

が
、
彼

が

お

そ

ら
く

そ

れ
は

、

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス
が
考
え

た

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン

で
あ

ろ
う

。

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス
と
は

異
な

っ
た

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
を
組

み
立

て

て

い
て
、

興
味

深

い
。

漱

石

の

「空

想
」

の
舞
台

か

ら
そ

(102)



の
部
分
を
抜
き
出
し

て
み
よ
う
。

白

い
毛
裏
を
折
り
返
し
た
法
衣
を
裾
長
く
引
く
坊
さ
ん
が
、
う

つ
向

い
て
女

の
手
を
台

の
方
角

へ
導

い
て
や
る
。
女
は
雪

の
如
く
白

い
服
を
着
け

て
、
肩
に
あ

ま
る
金
色

の
髪
を
時

々
雲

の
様

に
揺
ら
す
。

(略
)
女
は
漸
く
首
斬
り
台
を
探
り
当
て

・
両
の
手
を

か
け
る
。

(略
)

や
が
て
首
を
少
し
傾
け

て

「
わ
が
夫
ギ

ル
ド

ま

こ

フ
ォ
ー
ド
、
ダ

ッ
ド
レ
ー
は
既
に
神

の
国
に
行

つ
て
か
」
と
聞
く
。

(略
)
坊
さ
ん
は

「知
り
申
さ
ぬ
」
と
答

へ
て

「衷
だ
真
と

の
道

に
入
り
玉

ふ
心
は
な
き
か
」

き

つ

わ
が
お
つ
と

と
問
ふ
。
女
屹
と
し

て

「
ま
こ
と

・
は
吾
と
吾
夫

の
信
ず
る
道
を
こ
そ
言

へ
。
御
身
達
の
道
は
迷
ひ
と
道
、
誤
り

の
道
よ
」
と
返
す
…
…

(
二
四
)

こ
の
文
脈

に
お
け
る

「坊

さ
ん
」
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
メ
ァ
リ
女
王

の
聴
罪
司
祭

フ
ェ
ク
ナ
ム
で
あ
る
。

ジ

ェ
イ
ン

・
グ
レ
イ

の
処
刑
執
行

の
二
日
前
、
女
王
は

フ
ェ
ク
ナ
ム
を
ジ

ェ
イ

ン

・
グ
レ
イ

の
も
と
に
遣
わ
し
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
カ
ト
リ

ッ
ク
に
改
宗
す

る
よ
う
に
説
得
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
そ

の
と
き

の
両
者

の
問

に
交

わ
さ
れ
た
宗
教
論
争

の
全
容
が
、

『殉
教
者
列
伝
』
に
再
現
さ
れ
て

い
て
、
ジ

ェ
イ
ン
の
信

仰
心

の
堅
固
さ
と
、

「
一
代

の
碩
学
ア
ス
ヵ
ム
を
し
て
舌
を
捲
か
し
め
た
」

(二
三
)
ほ
ど
の
学
識

の
深
さ
に
感
動
を
禁
じ
得
な

い
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い

(
13
)

る

。
特

に

サ

ク

ラ
メ

ン
ト

に
関

す

る
論
議

は
、

プ

ロ
テ

ス

タ

ン
ト
と

カ

ト

リ

ッ
ク

の
根

幹

に
か

か

わ

る
問

題

で
あ

る
だ
け

に
迫

力
を

感

じ

さ

せ
る
。

も

ち

ろ

ん

エ
イ

ン
ズ

ワ
ー

ス
も

、

こ

の
場

面
を

適
宜

脚

色

し

て

『
ロ
ン
ド

ン
塔
』

に
取
り

入

れ

て

い
る

が
、
漱

石

は
さ

ら

に
、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
絵

画
を

媒
介

に

し

て
、
独

自

の
印

象

的

な

レ

デ
ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処
刑

の
シ

ー

ン
を

創

り
出

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

漱

石

の

『倫
敦

塔

」

は
、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
絵

画

と
、

切

っ
て
も

切
れ

な

い
深

い
関
係

の
上

に
成

り

立

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認

さ
れ

た
わ

け

だ

が
、

こ
れ

に
は
影

響

関

係
と

は

別

に
、

二

つ

の
重
要

な

興
味

深

い
問

題

が
付

随

し

て

い
る
。

一
つ
は

、
漱

石

の

『
レ

デ

ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処

刑
』

と

の
出
会

い
に
至

る
経

路

、

も

う

一
つ
は

、

『倫
敦

塔

』

が
書

か

れ
た
頃

に
は
、

ド

ラ

ロ

ー
シ

ュ
は

胴有

名

な

る
ド

ラ

ロ
ツ
シ
」

(
二
八

)

ど

こ

ろ
か
、

ほ
と

ん
ど

忘

れ
去

ら

れ
た

過
去

の
画

家

と

な

っ
て

い
た

、
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

一
八

三

三
年

に
制

作

さ

れ

た

『
レ

デ
ィ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処

刑

』

は

、

翌
年

パ
リ

の
サ

ロ
ン

に
展

示

さ

れ

て
、

『
エ
ド

ワ
ー

ド

の

二
王
子

』

に
劣

ら

ぬ

セ

ン

セ
ー

シ

ョ
ン
を

巻

き
起

こ
し

た
。

こ

の
作
品

は

そ

の
と

き

ま

で
に
す

で
に
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中

で
指
折

り

の
富

豪

で
美

術
界

の
パ
ト

ロ
ン
と

し

て
知

ら

れ

て

い
た

ロ

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合

(103)



人
文
科
学
部
論
集

第

7
号

シ

ア

の
プ

リ

ン

ス

・
ア
ナ
ト

ー

リ

・
デ

ミ
ド

ブ

(
一
八

一
三

-

七

〇
)

に

よ

っ
て
買

い
と

ら
れ

て

い
た
。

一
八

七

〇
年

デ
ミ

ド

ブ

の
死

後

、

彼

の
全

コ
レ
ク

シ

ョ

ン
が
競
売

に
か

け

ら
れ

、

そ

こ

で
、

『ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ

イ

の
処

刑
』

は

、
イ

ギ

リ

ス
の
実
業

家

で
国
会

議

員

の
H

・
W

・
イ

ー
ト

ン

の
手

に
渡

り

、

そ

の
後

彼

の
息

子

、

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
メ
リ

ト

ン

・
イ

ー
ト

ン

(第

二
代

チ

ェ
イ

ル
ズ

モ
ー
卿

)

に

よ

っ
て
、

一
九

〇

二

年

に
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ギ

ャ

ラ
リ

ー
に
寄

贈

さ

れ
た

。

そ
し

て

こ

の
作

品

は
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー

と

テ
ー

ト

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー

の
聞
を

頻
繁

に
往

き
来

す

る
う

ち

に
、

一
九

二
八
年

に
発

生

し
た

テ

ム
ズ

川

の
氾
濫

に
よ

る

被

害

に
よ

っ
て
、
完

全

に
消

失

し
た

も

の
と

し

て
葬
り

去

ら

れ

る
ま

で
に

な

っ
た
。

そ

の
後

]
九

七

三

年

に
な

っ
て
、

こ
れ

が

テ
ー

ト

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー
倉
庫

の
中

か

ら

掘
り
起

こ
さ

れ

て

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ギ

ャ
ラ

リ
ー

に
返

還

さ

れ
、
復

元

さ

れ

て
、
今

日

に
至

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

漱

石
が

ロ

ン
ド

ン
か
ら

帰
国

の
途

に

つ
い
た

の
は
、

一
九

〇

二
年
十

二
月

五

日
だ

。

そ

の
前

に
彼

は
お

そ
ら

く

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ギ

ャ

ラ
リ

ー

で

『
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処

刑
』

を

見

て
、

そ

れ

に
ひ
き

つ
け
ら

れ

た

の
で
あ

る
。

先

に
も

言

っ
た

よ
う

に

、

こ

の
頃

に
は

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ

の
名
声

は
す

っ
か

り
色

槌

せ

て
、
昔

日

の
面

影

を

な

く
し

て
し
ま

っ
て

い
た

。
彼

の
絵

画
を

彩

る

セ

ン
チ

メ

ン
タ

リ
ズ

ム
が

、
も

は

や
時

代

お
く

れ

と
な

り

、
彼

の
手

法

は
、

モ
ダ

ン

・
ア
ー

ト

の
潮
流

に
立
ち
向

か
う

生
気

を
欠

い
て

い
た

か

ら

で
あ

る
。

一
八
七

三
年

に
、

ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ

ク
シ

ョ
ン
が
暫
定

的

に
展
示

さ

れ

て

い
た

ベ

ス
ナ

ル

・
グ

リ

ー

ン
博

物
館

を

訪

れ
た

ヘ
ン
リ
ー

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

が

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
作

品

に
感

じ

た
幻

滅

感

は
、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
名

声

の
衰

退

の
あ

り

よ
う

を

象

徴
的

に
あ

ら
わ

し

て

い
る
と

い
え

よ
う

。

■彼

〔ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
〕

は

、
私

に
と

っ
て
は
青

年

期

の

ア
イ
ド

ル
で
あ

っ
た
。

そ

れ
が
今

で

は

、

こ
ん
な

に
も

冷

た
く

彼

を
批

評
す

る
よ

う

に

な

ろ
う
と

は
。

し
か

し
実

際

に

は
、
致

命
的

に
冷

た

(
U
)

く

な

っ
て
し
ま

っ
た

の
は

、
ド

ラ

ロ
ー
シ

ュ
自

身

の
ほ
う

な

の
だ

。
」

ス
テ

ィ
ヴ

ン

・
ダ

フ
ィ

に
よ

れ
ば

、

一
九

〇

四
年

発
行

の

A

・
L

・
ボ

ー

ル
ド

リ
著

『
ハ
フ
ォ
ー
ド
館

の
ウ

ォ
レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
』

に

は
、

そ

の
豊

富

な

図

録

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

ド

ラ

ロ
ー

シ

ュ
の
作

品

は

一
点

し

か

収
録

さ
れ

て

い
な
か

っ
た
。

そ

し

て
ド

ラ

ロ

ー
シ

ュ
は

「半

歴

史

的
、

半

ロ

マ
ン
派

的
絵

画

の
演

劇
的

技

巧
派

の
創

始

者
」

と

し

て
、
切

り

捨

て
ら

れ

て

い
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

一
八

三
八
年

版

の
約

二
百

ぺ
ー

ジ

の

『
ウ

ォ

レ

ス

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
総

撹
』

に
は

、

(
15
)

ド

ラ
ロ
ー
シ

ュ
の
作
品
は
、
完
全

に
無
視

さ
れ
る
と

こ
ろ
ま

で
い
っ
て

い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期

に
、
ド
ラ
ロ
ー
シ

ュ
の
名
が
日
本
に
伝
わ
る
は
ず
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

(104)



明
治
三
十
九

(
一
九
〇
六
)
年

に
大
倉
書
房
と
服
部
圭
旦
房
が
共
同

で
出
版
し

た

『濠
虚
集
』

の

『倫
敦
塔
』
に
挿
絵
を
担
当
し
た
中
村
不
折
は
、
明
ら
か
に

ド
ラ
ロ
ー
シ

ュ
の
絵
画
を
手
本
に
し

て
ジ

ェ
イ
ン

・
グ
レ
イ
処
刑

の
挿
絵
を
描

き
な
が
ら
も

「学
ド

ラ
ク

ロ
ア
の
法
」
(図
8
)
と
付
注
し

て
い
る
。
ド
ラ
ロ
ー

シ

ュ
が

い
か
に
知
ら
れ
ざ
る
画
家

で
あ

っ
た
か
を
如
実

に
物
語

っ
て
い
る
と

い

え

る
の
で
は
な

い
か
。
漱
石
は
、
日
本
に
お
け
る
正
真
正
銘
最
初

の
ド
ラ
ロ
ー

シ

ュ
の
紹
介
者

で
あ

っ
た
と
同
時

に
、
ド
ラ
ロ
ー
シ

ュ
の
再
評
価
に
向
け

て
世

界
を
リ
ー
ド
し
た
と
さ
え

い
え

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り

に

図8中 村不折 「ジ ェイン ・グレイの処刑」

(右肩 に 「学 ドラクロアノ法」 とある。)

『濠虚集』、大倉書店、服部書店、明治39(1906)年 、28頁 。

(log}

一
九

七

五
年

、

ロ

ン
ド

ン

の
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー

は
、
約

五
十
年

ぶ

り

に

一
八

二
八
年

の
水

害

に

よ

る
破
損

の
修

復

を
終

え

た

『ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ

イ

の
処

刑
』

の
展

示
会

を

開

い
た

。

そ
れ

が
き

っ
か
け

と

な

っ
て
、

こ

の
作

品

は

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ギ

ャ
ラ

リ

ー

で
最
も

人
気

の
高

い
絵

画

の

一
つ
と

な
り

、
印

象

派

(
16

)

 の
絵
画
と
も
対
抗
で
き
る
ほ
ど
、
完
全
復
活
を
と
げ
た

の
で
あ
る
。

思
え
ば

「
十
六
世
紀
に
お
け
る
日
本
と
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
」

に
は
じ
ま

っ
た
、
漱
石

の
バ
ラ
戦
争
と

テ
ユ
ー
ダ
ー
王
朝

の
歴
史

へ
の
関
心
は
、

ロ
ン
ド
ン
留
学
早

々

の
ロ
ン
ド
ン
塔
見
学

へ
と

つ
な
が

っ
た
。
そ
し

て
彼
は
二
年
問

の
留
学
中
に
、
は
か
ら
ず
も
ド
ラ
ロ
ー
シ

ュ
の

『
エ
ド

ワ
ー
ド

の
二
王
子
』

と

『
レ
デ
イ

・
ジ

ェ
イ

ン

・
グ

レ
イ

の
処
刑
』
と
巡
り
合

っ
た
。

漱
石

の
歴
史
的
主
題
と
こ
れ
ら
二

つ
の
絵
画
と
が
見
事

に
融
け
合

っ
て
、
『倫
敦
塔
』

の
主
要
舞
台
は
構
成
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

一
方
に
お
い
て
、
ド
ラ
ロ
ー

シ

ュ
の
再
発
見

・
復
活

の
意
味
を
も
伴

っ
て

い
た
と
、
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ

る
。

『倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合
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註

『漱
石
全
集
』
第

二
巻

(岩
波
書
店
、

一
九
九

四
)
、

『
倫
敦
塔
』
三
頁
。
以

下
作
品
か
ら
の
引
用
は
こ
の

『全
集
』

に
よ
り
本
文
中

(

〉
の
中

に
頁
数
を
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す
。
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b
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鋤
口
位

鋤
ロ
仙

に

巴
ド

一
り
O
P

b
°
①
Oc
°

赤

い
バ
ラ
と
白

い
バ
ラ
と
に
よ
る
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
家
と

ヨ
ー
ク
家
と

の
表
象

は
、
最
初
か
ら
あ

っ
た

の
で
は
な
く
て
、

一
四
八
五
年

に

ヘ
ン
リ
i
七
世
が
王
権
を
掌
握

し

て
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

ラ
ン
カ
ス
タ
ー

の
家
系

に
つ
な
が
る
と
自
認
し
て

い
た
彼
は
、

エ
ド

ワ
ー
ド
四
世

の
第

一
王
女

エ
リ
ザ
ベ
ス
と
結
婚
し
た
と
き
に
、

赤

い
バ

ラ
と
白

い
バ
ラ
と
の
和
合
を
も

っ
て
そ

れ
を
表
象

し
た
。
「
バ
ラ
戦
争
」

の
名
称
そ

の
も

の
が
使
わ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
に
な

っ
て
か
ら

の
こ
と

で
あ

る
。

ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ス
コ
ッ
ト

の
小
説

『ガ
イ

ア

ス
タ
イ

ン
の
ア
ン
』

(k♪
b
b
Φ
O㌦
O
①、O、
⑦
叶①
賊b

一〇〇
bの
㊤

噛

)
第

七
章

に

「白

い
バ

ラ
と
赤

い
バ
ラ
の
戦

い
」

の
表
現
が

あ

る
。
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